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            〔家保のページ〕  家畜病性鑑定課のご紹介  

                                                                         岡山家畜保健衛生所家畜病性鑑定課  

＜はじめに＞ 

 家 畜 病 性 鑑 定 課 は、県 下 ５カ所 の家 畜 保 健 衛

生所から家畜病性鑑定（家畜疾病の詳細な検査）

依頼を受けて検査を実施したり、これら疾病に関す

る調査・研究を実施しています。職員は細菌、ウイ

ルス、病理、生化学、飼料と各分野の専門家であ

ると同時に相互に情報を共有・交換することにより

業務を効率的に進めています。 

 

＜業務の概要＞ 

 日常の病性鑑定に加え、牛ヨーネ病発生農場の

早期清浄化のためのヨーネ菌遺伝子リアルタイムＰ

ＣＲ（遺伝子の量がわかる PCR）活用、持続感染牛

摘発よる牛ウイルス性下痢・粘膜病（ＢＶＤ－ＭＤ）

の清浄化、牛白血病清浄化対策の検討、高病原

性鳥インフルエンザ（ＨＰＡＩ）のモニタリングによる

清浄性維持、ＢＳＥ検査による死亡牛のモニタリン

グ、豚コレラの監視、自給飼料のカビ毒汚染とカビ

中毒防止等について、（独）動物衛生研 究 所、大

学 等 の研 究 機 関 とも連 携 して調 査 検 討 していま

す。また、自給飼料と堆肥の成分分析や流通飼料

の安全性確保も実施しており、飼料の適正給与、

品質向上と堆肥の適正な施用を推進しています。

今 回 は、平 成 ２２年 度 の取 組の１部を簡 単 にご紹

介します。 

①肉用鶏の低血糖症例について 

  肉用鶏農家でヒナの死亡、衰弱が増加し、病性

鑑定でも有意な原因が特定できない症例がありま

した。しかし、血清生化学検査において、グルコー

スが２９－１１３ｍｇ／ｍｌ（通常は２００～ 

３００ｍｇ／ｍｌ）の低血糖を呈しており、原因は明確

にできませんでしたが、県内初発の低血糖スパイク

死 亡 症 候 群 （ Hypoglycemia-Spiking Mortality 

Syndrome＝HSMS）と思われました。HSMS は、主

に肉 用 鶏 のヒナ（７－１４日 齢）に発 症 し、ふるえ、

失明、運動失調、沈鬱、低血糖が主な症状です。

HSMS の発生原因としてウイルスの関与、ストレス、

カビ毒 等が考えられていますが解 明にはいたって

いません。鶏 は高 血 糖 動 物でありますが、病 性 鑑

定時に血清生化学検査が実施されることは少ない

ため、正常時以外の血中グルコース値の動態につ

いて今後、さらに検討が必要と考えています。 

 

図１ ＨＳＭＳとは？ 
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図２ 死亡鶏の状況 

②牛 白 血 病 （BL）発 症 牛 群 における発 症 リスクの

検討  

  地方病型牛白血病（BL）の発症により鑑定殺され

た乳用牛（ホルスタイン種）１頭の４２部位の検査 

材料と同居牛３８頭について、ウイルスの遺伝子型

や、組織と血中のウイルス遺伝子量（血中等ウイル

ス量）をリアルタイムＰＣＲ（ＲＴ－ＰＣＲ）で検査しまし

た。その結果、発症牛の遺伝子型はⅠ型であり、腫

瘍化組織・リンパ系組織・血液等で血中等ウイルス

量 が多 く、大 脳等の中枢神経系・尿・消化管内容

物等では少ない結果となりました。血中等ウイルス

量は発症牛では８，１８０copies／μｌ、同居牛のうち

血清中のエライサ抗体陽性３３頭では０．１４～ 

１,７６０copiesμl、血清抗体陰性５頭では検出不 

能～０．１３copies ／μl でした。このことから腫瘍化

組織やリンパ系組織の生検材料と血液での血中等

ウイルス量検査（リアルタイムＰＣＲ）は生前検査とし

て有 効 なこ と と 尿 、 糞 便 等 は 直 接 の 感 染 源 と

はなりにくく、血 液 が混 入 するこ と に よ り 感 染

源 と な る こ と が 示 唆 さ れ ま し た 。 エ ラ イ ザ

抗 体 検 査 と 血中 等ウイルス量 測 定 値 か ら 、

発 症 リ ス ク の 高 い も の と 低 い も の と の 区 分 け が

可 能 で あ る こ と が 示 唆 さ れ 、エライサ抗体検査と

血中等のウイルス量検査の併用は、牛群更新による

ＢＬ清浄化に有効な方法と思われました。 

 

図３ 清浄化への道筋  

③トリレオウイルス野外分離株の遺伝子型別  

 トリレオウイルス（ＡＲＶ）は鶏の関節炎・

腱鞘炎の他、鶏の呼吸器症状、下痢症、肝炎、

心膜水腫などを誘発し、特に肉用鶏では発育不

良や稀に高い死亡率を生じ問題となっていま

す。しかしＡＲＶは鶏群内に広く浸潤し、臨床

症状に異常を認めない鶏の腸管等からも分離

されており、発症メカニズムやウイルス株によ

る病原性の差異など今なお不明な点が多いの

が事実です。そこでＡＲＶの遺伝子学的分析を

目的として、県内で分離されたＡＲＶ５株（採

卵鶏の腸管由来１株、肉用鶏の腱鞘炎由来１株

および死亡、発育不良由来３株）と参照２株
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（Uchida 株および 1133 ワクチン株）につい

て、遺伝子増幅方法の１種であるＲＴ－ＰＣＲ

によりＡＲＶの構造を作っている領域とそれ

以外の領域でよく保存されている２カ所の部

分を増幅、増幅された物を制限酵素で切ってみ

て切断パターンを比較しました（ＲＦＬＰ）。

鶏種や臨床症状等  

ＡＲＶ株の由来による違いを検討したところ、

ＰＣＲ－ＲＦＬＰにより野外株とワクチン株

の区別が可能でした。今後もさらに症例を重

ね、臨床診断に応用可能か否かを検討していき

たいと思います。   

＜今後の取組方向＞ 

  近 年 、家 畜 の 病 性 鑑 定 技 術 は ます ま す 高 度

化、精密化しています。今後とも牛ヨーネ病、高病

原性鳥インフルエンザ、牛ウイルス性下痢・粘膜病

（ＢＶＤ－ＭＤ）、牛異常産等について、今までと同

様に発生防止と清浄性維持に取り組むことはもち

ろん、さらにリアルタイムＰＣＲや生化学的分析方法

など高度技術の研鑽に努め、牛白血病対 策や自

給 飼 料 （サイレージ等 ）中 のマイコトキシン汚 染 分

析等問題となる様々な疾病の調査検討を推進する

こととしています。 


